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タブレットが授業と家庭学習を繋ぐ 
 昨年度よりもＵＤＬが推進できる環境が整いました。それは，タブレットが１人

１台整備されたからです。勿論タブレットがないと，UDL ができないわけでもない

ですが，個人持ちになったことでタブレットを使う機会が大幅に増え，複数のオプ

ションを提供できるようになりました。一方，授業でタブレットのよさを実感した

子どもたちも家に帰って家庭学習をするときは，昨年度と同じ状況で，オプション

が少なく，授業と家庭学習とで学びやすさの分断が起こっていました。しかし，タ

ブレット持ち帰りが高学年が６月２２日から実施，低・中学年が７月８日から始ま

ります。授業でも家庭学習でも途切れなくオプションを提供できる体制が可能にな

ります。従来の家庭学習にとらわれず，新しい家庭学習を創造するチャンスです。 

 

     令和２年度     令和３年度スタート！   ７月初旬以降 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休みの課題のバリアは何か?! 
教務より夏休みの課題についての保護者向けのお便りが職員に配付されました。

教務が示したからやるのではなく，担任一人一人が UDL を生かした夏休みの課題は

どんな課題なのか考えることが大切だと思います。今年度はタブレット持ち帰りを

伴いますが，基本方針はこれまでの UDL の考えと一致します。右のお便りはほぼ１

年前の４年生の学年便りです。夏休みの課題の取組が書かれています。「子どもが興

味・関心があることに取り組む」「ゴールを明確にして，自分に合ったやり方で取り

組んでいく」これらは教務が出した方針と一致します。今年度は学校全体で取り組

み，それぞれの学年が子どもたちの実態に応じたオプションを用意します。学年部

のＵＤＬ推進部員を中心に，夏休みの課題においてどんなバリアが想定されるか考

えるところから始めてみましょう。 

タブレットあり授業 すべての授業で 

タブレット活用可能 

タブレットなし授業 

家庭学習タブレット持ち帰りなし 

授業と家庭学習で 

タブレット活用可能 



 

 

 


